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昭和63年 1 月 1日発行
学
報 第290号
関 係 j去 4岳、守宮
法 律
o一般職の職員の給与等に関する法律のー
部を改正する法律( 1 09) 1 2 ・ 1 5
（注）全俸給表の全俸給月額が， 昭和 6 2年 4 月 1日




( 384) 1 2 ・ 1
（注）老 人等の郵便貯金の利子所得の非課税制 度に
ついて， 制 度の細目について定められ た。
0 住宅金融公庫法施行令等の一部を改正す




改正する政令（ 4 03) 1 2 ・ 18
（注）連合会が組合及 び連合会が行う勤労者財産形
成融資に必要な資金を調達する調達先に， 損
害保険会社を加 える こ ととした。
規 則
。 人事院規則9 - 6 （ 俸給の調整額）の一
部を改正する規則（ 人事院9- 6- 9 ) 1 2 ・ 15
0 人事院規則9 24 （通勤手当）の一部を
改正する規則（ 人事院9 24- 2) 1 2・ 15
0 人事院規則9- 34 （初任給調整手当）の
一部を改正する規則（ 人事院9- 34- 3) 1 2・ 15
0 人事院規則9 - 57 （ 教職調整額の支給方
法等）の一部を改正する規則（ 人事院9
-57 3) 12・15
0 人 事院規則9 - 6 8  （義務教育等教員特別
手当）の一部を改正する規則（ 人事院9
- 6 8- 2) 1 2・ 15
0 人事院規則9 85 （最高号俸等を受 ける
職員の俸給の切替 え）の制定（ 人事院9
85) 1 2・ 15
0 人事院規則9- 86 （ 昭和 6 2年改正法附 則
第7 項の規定による住居手当の支給）の
制定（ 人事院9 - 86) 1 2・ 15
告 示
0 昭和 6 3年度科学 研究費補助金の研究計画
調書の提出期間を定める件（ 文部 1 32) 12・ 10
官庁報告













(1) 昭和 6 2年度教育研究特別経 費について
















(1) 昭和 63年度共通 第1次学力試験富山 大学試験場
の基本方針（実 施体制） について
(2) 昭和 63年度共通 第1次学力試験富山 大学試験場
の試験室， 志願者 及 び監督者の部局別割当てにつ
いて










(1) 昭和 63年度富山 大学入学 者選抜試験推薦入学，
帰国子女及 び社会人特別選抜合格者の判定につい
て



















工学 部 教授 時津 貢
民間機関の名称 石汗 jE 題 目 受入期間 区分 受入研究費
石川島播磨 精密押出し加工によるねじれ溝 昭和 6 2年1 2月 B 1,200千円
重工業（楠 の成形法の研究 昭和 63年3月
（ 学事調査係）
＠ 退庁， 遅室の際に は， 戸締 り の徹底・電気， ガス
の消し忘れ， タバコの吸般の後始末に十分注意し，
盗難の防止・火災の予防に心がけまし ょ う ．グ
＠ 電気， ガス， 氷の省エネ・省資源に協力しまし ょ
う ／／
- 3 一
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動異事人
異動区分 発令年月日 氏 名 異動前の所属官職 異 動 内 容 任命権者
採 用 6 3. 1 1 小 原 治 樹 講師（ 工学部 ） 富山大学長
昇 任 II 林 有 ー 助手（ 理学部 ） 助教授（ 理学部 ） II 
併 任 II 武 暢 夫 教授（経済学部 ） 経教営授短（期経大営学部短主期事（大63.学I.I部～luz.31) 文部 大臣
退 耳哉 62 12 . 2 7  平 回 貨 治 技術補佐員（経 理部 主 計課） 昭和62年12月初日限り退職した 富山大学長
II 冨 樫 昇 技術補佐員（経 理部主計課） 昭和62年12月26日限リ退職した II 
II 北 野 哲 技術補佐員（経理部 主計課） 昭和62年12月26日限り退職した II 




松山鳥道夫経営短期 大学部 主 事の任期が昭和 62 年12 月
31日で 満了すること に伴い， 経 営短期 大学部 教授会は
昭和 62 年11 月12 日 次期主 事候補者の選挙を行った。 そ
の結果， 武 暢夫 教授 （経済 学部 ）が選出され た。 任
期は， 昭和 6 3年l月l日か ら2 年間。
武 教授は， 昭和 33年 3 月京都 大学 大学院経済学 研究
科博士課程を単位修得後， 同34年 1 月富山 大学経済学
部 助手， 同 35 年 6 月間講師， 同 37年2 月同 助教授， 同
5 3年2 月同教授となり， この間富山 大学経済学部 長及
び同評議員を併任され， 今日に至っている 。
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海 外 渡 航 者
渡航の種類 所 属 職 氏 名 渡 航 先 国 目 的 期 間
連合王国， スータ アフリカにお ける都市化の総 62. 11. 2 7  
人文学部 教 授 富川 盛道
ン， ケニア， タン
ザニア， カメルー 合比較調査 6 3. 3. 1 6  ン， ワランス
62. 12 . 4 
外 国 出 張 教 養 部 教 授 塩谷 俊作 アメリカ合衆国 日 米合同薬 学 大 会に出席 62. 12. 9 
モーリシャス インド洋堀削孔の諸特性の調 6 3  12. 12 
理 学 部 B力 手 酒井 英男 査及び その大西洋 ・太平洋掘
オーストラリア 削孔との比較研究のため 6 3. 2. 27 
国際 会議“中国のテクトニク 62. 12. 2 
教育学部 助 手 丸山 茂徳 アメリカ合衆国 ス
秋季大会に出席及び研究打合せ 62. 12. 2 6  
連合王国 6 2. 1 2. 17 
海外研修旅行 教 養 部 助教授 梅村智恵子 フランス 言 語調査及び資料収集
オランダ 6 3  1 14 
外国人 E B ノ〈レ 62. 1 2. 19 
人文学部 アメリカ合衆国 1 987M A L大会に出席




工 学部 助教授 島崎長一郎













身部屋で， 家具類， シャワー， トイレ， 炊 事道具類も
完備しており， 材料 さ えあれば， すぐに料 理 が出来る
ようになっている。 こ 、で， 6週間余り自炊 生 活を行
った。 また， 大学構内のすぐ近くにあり， 研究室まで
十 5 -
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を果しており， 優れ た仕事も多数ある。 研究スタッフ
は2 0 ～30 オ台の若い研究者が 7 名 ， テクニカルスタッ
プが5名， 国内 外からの協同 研究者が 2 名 ， 秘書 1 名
が私の訪れ たときの全メンバーであっ た。 スタッフの
充実もさることながら， 設備や装置も一流である。
私の研究については， 6週間の短い滞在期間に効率
よく研究が進むように， 日 本にいるときから， 論文別
刷りを送付し たり， 手紙で何回か打合わせし たことも
あって比較的スムーズに進行させることが出来た。
マインツでは知期間という意識も働き， 日本人との
つき合いをなるべく避け たいと考えてい たので， 本研
究所で日本人が私一人であっ たのは結果的に良かった







ドイ、ソへ来て感じ たもっ一つはオール・ オァ ・ ナッ
シングであるということである。 す なわち， 少し位




































に拡大 ， 加飾， 荘厳化され た。 塔の二階までは 1239年
に， ステンドグラス張りのゴシック様式の部分から時
計台までは14 90年に完成。 パルパロッサ皇帝はマイン
ツで何度も議会を聞き， 商業は栄 え， 文 化 生活も活発
になっていっ た。 144 7年に創立され た大学は 1798年ま
で存続し， 廃絶の期間を置いて 1 946年に再建され た。
短期間のドイツ滞在ではあっ たが， 多くの外国人と
も知り合いになり， その人々すべてについては枚挙に
暇のないほ どである。 好意を寄せてくれ たドイツ人や
その他のヨーロッパ人を思い出してみると， その人自
身 外国へ出ていて英語を話すか， あるいは その土地の
出身 者でなく， 既存の社会にとけこむのに苦労し たか，
まだ地元に友人を見出していない人が， 言葉に不自由
な異国人に関心を持ち話しかけてき たように思われる。





惨筆者は， 文部省短期在 外研究員として， 昭和 6 2年9
月2 1日 から昭和 6 2年1 1月20日 まで 2ヶ月間「ト リア
ジン系化合物の分解と生成に関する研究」の ため西
ドイ、ソ， マインツ大 学へ出張され， このほど帰国さ
れまし たので， 特に寄稿を依頼し たものです。
職 員 消 息












助 教 授 岡村 信孝
（哲 学）
主 要 行 事
2 1日 技術職員問題全体会議
本 部｜ 22日 第2回低温液化室運営委員会
第 5回入学者選抜方法研究委員会専門委員
12月 4 B 第4回国際交流委員会 � 
第4回部局長懇談会 23日 第 3 回国際交流学 術部会
第4回情報処理センター運営委員会 昭和 6 3年度入学者選抜共通第 1次学力試験
7 日 第 2回国際交流委員会留学 生部会 実施担当者会議（於： 東京：イイノホール）
8 日 第 9回補導協議会 留学 生懇談会
10日 第 1回公開講座委員会 24～27日 公開講座 （硬式 テニス）
臨時健康診断（教育学部スキー実習参加者） 25臼 学務関係職員の打合せ会
1 1日 昭和 6 2年度営繕関係 要求の説明会 28日 御用納め
構内交通対策委員会
富山大学共通第 1次学力試験実施委員会
15～16 日 厚 生補導委員会（ 於：小川温泉） ｜人 文 学 部
16日 東海・ 北陸地区国立大学長会議（臨時）
（於：金沢大学） 12月1 日 図書委員会
1 8臼 第10回評議会 2 日 真率会役員会
7 -













12月 2 日 人事教授会
品拍手








1 9日 附属幼稚園， 附属養護学校， 附属中学校
第2 学期終業式





6 日 経済学 部推薦入学「夜間主コース」及び杜
会人特別選抜試験
8 日 経済 学部推薦入学 「夜間主コース」及び杜
会人特別選抜選考委員会
9日 経済学 部推薦入学 「畳間主 コース」及び帰
因子女特別選抜試験


























































































1 1月2 4日 ～
12月 8 日 図書点検（人文学部）














月 日 （担当課） 県 内 県 外 言十
5 中旬 軽金属学会 北陸センター 軽金属学 会 北 富山 技術交流セ 北陸地区 130 2 0  1 50 
春期講演会 陸センター ンター
5 下旬］ 日本植物学会北陸支部大会 日 本植物学 会 富山大学理学部 北陸地区 2 0  2 0  4 0  
北陸支部 （大学教官
企業研究員
6 中旬 北信越学生テニス選手権大 学 生 課 岩瀬コート 北 信 越 30 2 00 230 
会 （硬式庭球）
6 中旬 全国国立大学工学系学長懇 庶 務 課 富山大学事務局 全国国立大 学 2 0  2 0  
談会 工学 系学長
- 9 一
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6 中部教育学会第37回大会 中部教育学会 富山大 学 中部地区 20 18 0 200 
教育学部
6 北陸d心理学会第23 回大会 北陸心理学会 富山大学 北 陸地区 3 0  3 0  60 
教育学部
6 計画行政学会中部支部大会 計画行政学会 富山県民会館 中部支部 200 
中部支部
8 4～6 日 本理科教育学会第38 回全 日 本理科教育 富山大学 全 国 200 3 00 500 
国大会 寸』＇：ぷ�、 教育学部
8 上旬 文部省北陸地区共同事業体 富山大 学 富 山 大 学 北 陸地区 150 150 3 00 
育大会 （共済組合） 国立学校教職
員
8 上旬 北信越学生個人戦兼インカ 学 生 課 未 定 北 信 越 20 100 120 
レ予選 （洋弓）




10 4～7 昭和63年度秋季第4 9回応用 応用物理学会 富 山 大 学 全 国 500 4 ,000 4 ,500 
物理学会学術講演会
10 下旬 北信越学生剣i蹴人大会 学 生 課 富山市体育館 北 信 越 3 0  200 23 0 
10 経済地理学会富山大会 経済地理学会 富山県民会館 全 国 150 
10 中旬 第38 回北陸三県大学学生交 学 生 課 未 ，疋ムー 北陸＝県 3 00 1,000 1,3 00 
歓芸術祭 国公私立大学
11 下旬
11 上旬 秋季北信越大会 （弓道） 学 生 課 富 山 大 学 北 信 越 3 0  14 0 170 
11 10 －昭和63年度目本教育大学 ・ 日 本教育大 全 国 10 110 1 20 ～ 
11 協会全国美術市E門協議会 学協会全国 富山第一ホテル
・ 第27回大学美事i；敢育学会 美術部門 名鉄トヤマホテル
－大学美術教
育学会
11 上旬 東海・北陸回也区国立学校等 庶 務 課 富 山 大 学 東 海・北陸地 5 4 5  50 
庶務部課長会議 区








週休 2日制（ 4週 6 休制） については， この法






する法律案」は， 昭和 62年 1 2 月 11日に成立し， 同 月 1 5





俸給表を別記のと おり改正し， 昭和 62年4月 1
日から適用されます。
給与種目 占正己主 要




















2 自宅居住者 1,000 円（新築等の場合 ， 当該日か
ら5 年， 2,500円） （改正なし）
3 基礎控除額の引上げに伴う経過措置あり
昭和63年3 月31日まで保障







／ 改正1一般の職員 5 km未満 2,000円 ！ ':. ' l 、ムL- I 






















1 教（：.－：） 3級17号俸の者.....・H・... 700円
（直前に教け2級33号俸 を受けている場合 に限
る）
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＠ 積雪 ・ 凍結時の 自 動車等の運転は ， 極力取 り 止め
まし ょ う f
＠ 積雪時は， 構内除雪の障害 と な ら な い よ う 駐車に
注意しまし ょ う ．グ
＠ 構内 での 自 動車等の運転 は， 教育 ・ 研究に支障を
来 さ な い よ う 安全運転に努め定 め ら れた 交通方法，
歩行者の安全及び騒音防止に努めまし ょ う ．グ
編 集 富 山 大 学 庶 務 部 庶 務 課
富 山 市 五 福 3 1 9 0 
印刷所 あ け ぽ の 企 画 株 式 会 社
富 山 市住吉町 1 丁 目 5 18 
電 話 （24) 1 7 5 5 附
po 可EA
